
お忙しいところ お邪魔します 

森にやってきた保育園児。ベニシジミが飛んでいるのを見かけて、「ガがいる！」と言った子どもの

ひと言に、「ベニシジミだね」と私はボソッと発しました。そばについていた担当の先生が、「ガじゃな

いよ、あなたがそう思っているだけよ」と。子どもが「嫌いだからあっち行って！」と言わんばかりの

態度だったのを見かねて、その子が発した感情をくるむようにして、突き刺さるような言葉がほかの子

どもたちに伝わるのを防ぐようにしていたのが印象的でした。森を抜け、坂を下りた広い場所に出てき

たところ、子どもの腕近辺にクモがスーッと現れました。「わっ！」と言って振り払おうとして…。先

生いわく「クモがいるところに、私たちがお邪魔しているのじゃないかな？」と語りかけていました。

言われた子どもは納得したのか確かめようがありませんでしたが、これも先ほどと同じようにほかの子

どもに伝播していくのを防ぐ役割を回りの大人がしている姿でした。そのような対応を示す先生に少し

驚き、今まで私たちが接してきた先生と比べるのはよくないかと思いつつ、生き物への対し方がワンス

テップ上がってきた印象を受けました。

で、幼保小の先生たち、クモ、ミミズやアオムシが出てくると「わっ！」と言って飛びあがるか、遠

巻きにして子どもを盾に使う姿をさんざん見てきたからです。子どもがいる手前、飛び上がることもで

きない。じっと我慢しているのではないか。と、ちょっと気の毒に思っていました。 

子どもを相手にする先生たちは生き物嫌いではないかと思い込みをしている私に気がつきました。 

それが大きな間違いだということが分かったのは、私の子どもが通っていた園では自然とのかかわり

に重きを置いた保育を取り入れていたからです。自然観察の仲間ではありませんでしたが、その周辺に

近い考えを持った方々でした。園に通っていたころ、自転車の送り迎えで自転車を止めて、ツツジの植

え込みに入って出てこないことが何度もありました。父親はその間、じっと待つのみでした。 

生き物好きの先生たちだったこともあって、子どもが生き物に対する目がおのずと育ってきたのかも

知れないとも思いましたし、私も生き物に対して注ぐ目が変わってきたのかも知れません。自然観察指

導員になるきっかけはこんなところにあったのかと思い返しました。人にはそれぞれ得意分野、苦手な

ものがあって、私はなぜ、生き物の世界に引きずり込まれたのか。 

２０年前、２１世紀の森と広場で民間の団体が自主的に行っていた毎月の観察会に参加し、千駄堀の

生きものたちを観察するようになりました。生き

物たちを観察する姿が「なんだか、違う」と思い

つつ、引き込まれ、虫こぶを切り裂いて幼虫を手

の甲に載せたときは、異様な体験でしたが、サク

ラが散った後に、オオシマザクラのサクランボは

ほろ苦くて甘いとか、桑の実も味見し、スイカズ

ラの甘い香り惹きつけられたり、季節の変化が何

となくわかるようになってきました。 

自然観察指導員の仲間は、植物、昆虫、鳥類、海

辺の生きものについて本当によく知っていて、上手

に伝えてくれます。観察会のたびに、知識の海に溺

れているこの頃です。（松戸市 藤田 隆） 
アオオニグモ
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学校支援ボランティアの現場から・その２ 

１ 6月某日の環境美化委員会 
先月、教頭先生、校長先生から、児童たちの

環境美化委員会の時間にバイオネストや自然

についての話をしていただきたい、と依頼を受

けました。児童たちは４年生から 6年生、人数

は 12名、時間は 1コマ 45分とのこと。 

バイオネストについて、とは言われても、た

だ現場を見ながら説明しただけでは、児童たち

にどれほど理解してもらえるものやら？との

思いと、学校とは言え、結構話のネタが豊富な

ことに気づいて、色々と作戦を考えました。そ

の結果、バイオネストを生態系の一部としてと

らえ、話してみることにしました。 

２ アイスブレーキング「ノーズ」 
天候に左右されることがないよう体育館に集合し、みんな

で床に腰を下ろしてもらいました。 

そして先ずは「モチさんと呼んでください」と自己紹介し

た後、子どもたちの気持ちを引き付け、また解きほぐすため

のアイスブレーキングとして、日本シェアリングネイチャー

協会のアクティビティ『ノーズ』を行いました。そうしたと

ころ、首尾は上々、子どもたちの反応、表情は作戦通りでし

た。生き物たちへのイメージも膨らんだものと思います。 

３ 雑草ッテ？ 
左下写真の絵本を見てもらいながら、「雑草ッテなんですか？」と問いかけたところ、「邪魔なもの」

との声。「邪魔ッテどう言うことですか？」などとやりとりした後、「それではタンポポは雑草ですか？」

と問いかけたところ、子どもたちから何やらボソボソと否定的な反応が返ってきました。彼（彼女）ら

にとって、どうやらタンポポは邪魔な雑草ではないとの認識、少々意外でとても興味深く感じました。 

更に、校庭にタンポポがたくさん生えてしまったらどうですか？とか家の庭では？畑では？等々と、

タンポポと雑草について考えてもらいました。

このあとバイオネストについて理解してもらうためには、落ち葉と生き物についての理解が必要と考

え、カブトムシやミミズなどについての絵本も用意して（下中央写真）、もう少し話をしたかったのです

が、あっと言う間に予定した時間がやってきてしまったので、みんなで外に移動することにしました。 

ついでに申し上げますと、この季節はちょうどホトトギスの鳴き声が盛んに聴こえる季節。ホトトギ

スの仲間（右下写真）のそれぞれの鳴き声を（筆者が）真似て、その後 YouTubeの動画のホトトギス

の声を聴いてもらって、それが何の声か当ててもらおうと考えていましたが、それも割愛しました。 

数日前のバイオネストの様子 

同協会テキストより 
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４ バイオネストについて 
 体育館脇のバイオネスト（前頁写真）の周囲に集まってもら

って、予め用意したパネルを使ってバイオネストとは何か、と

か、その効果などについて説明しました。 

分かりやすい話題としてカブトムシのことを尋ねてみたと

ころ、ほとんどの子どもが実際には見たこともなく、知識もな

い様子でした。自然が豊かなこの地区でも、そんなものなんで

すね。そこで、かつて（同学区の）休耕地で、筆者が用意した

スイカの皮に、翌朝カブトムシが集まっていた話をしました。

落ち葉や刈った枝葉がやがて枯れて、腐食し分解して腐葉土

やたい肥になっていく、などと話しても、子どもたちにはとても想像できないでしょう。資源循環の話

などもしましたが、短時間ではとても理解には及ばないだろうと、強く感じました。 

子どもたちが解散した後のことですが、ある先生から、「このバイオネストで今年の夏にカブトムシ

が見られる可能性がありますか？」との質問をいただきました。そこで、「枝葉が堆肥になるまでには相

当の時間を要することや、カブトムシが産卵するとしてもそれはこの夏以降であることから、カブトム

シの姿が見られるのは、残念ですが、どんなに早くても来夏以降のことでしょう」と、回答しました。 

５ ヤブガラシの観察 
幸い 1 週間以上前からヤブガラシが開花していました。

そして、事前の作業中には時折りキアゲハが訪れていたの

で、これはいい話題になるとワクワクしていました。 

当日、バイオネストの話の後、ヤブガラシの周囲に集まる

よう子どもたちを促したところ、バイオネストの話が難し

かったせいか、子どもたちの反応はイマイチでした。 

また、協力してもらえる筈だったキアゲハは、ヒトがたく

さん集まっていたせいでしょう、とうとう姿を現してくれ

ませんでした。 

それでも何とかヤブガラシの花を見てもらいながら、そ

の特徴や語源とともに、花と昆虫の関係について話をしました。できれば何人かに花の蜜を舐めてもら

おうと、予め教頭先生にも了解をいただいていたのですが、残念ながらこれも時間不足で実現できませ

んでした。 

６ 記念品プレゼント作戦 
再び体育館に戻って、残された限られた時間の中で、最後にハチについての話をしました。 

話題の一つ目は、ハチの仲間でもスズメバチやハナバチなど色々な仲間が生息していること。そして、

それぞれにヒトとの関わり方があって、自然の中でもそれぞれに役割があること。  

話題の二つ目は、樹液に集まった昆虫たち（スズメバチ、カブトムシ、オオムラサキ、コガネムシの

仲間）、誰が一番強いでしょうか⁉ 某サイトから拝借した写真を見ながら、考えてもらいました。「ス

ズメバチは毒があるのでカブトムシより強いと思う」と、なかなか興味深い声が聴かれました。正解は、

ここまで読んでくださった皆様それぞれお確かめください。 

用意していた生態系ピラミッドの話は時間不足で割愛しました。 

そして最後に、「今日話したことは（難しかったので）忘れてし

まっても良いけれど、頑張って話を聴いてくれたみんなに、モチさ

んからプレゼントがあります」と言って、手作りの栞を、全員にプ

レゼントしました。これできっと、少なくともしばらくの間は、モ

チさんのことを忘れることはないでしょう（笑）。

（記：茂原市 望月力智） 

ヤブガラシの花 

手作り栞 
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ツチアケビの大株

ちば千年の森をつくる会の活動フィールドは君津市の小糸川源流部のダム湖内の無人島にあります。 

島へ渡る吊り橋の門扉は活動日以外には施錠されていて人の立ち入りは制限されています。島の面積は６㌶ほど

ですが、不思議な程にきのこが多彩ですから、きのこに寄生する植物が何種類か記録されています。 

今回紹介するのはその一種で、ナラタケに寄生するランの仲間のツチアケビです。 

写真は６月１５日の活動日に写したもので、株の本数は大小合わせて１４本ありました。 

この島では過去にもツチアケビの発生が何度も繰り返えされていますが、これだけの林立状態を見るのは初めて

で、びっくりするばかりです。 

今後受粉すればウインナーソーセージのよう

な実が付いて、やがて赤くなります。 

（参考写真 2016.7.12千年の森にて） 

その様子を見たい方は次回７月２１日（海の日）

のちば千年の森をつくる会の活動に参加をお

勧めします。この日は県立中央博物館から講師

の先生を招いて一般公開行事の夏のきのこ観

察会です。 

きのこ関連で菌従属栄養植物であるツチアケ

ビの話も聞けると思いますからご期待下さい。 

絶滅危惧種のヒナノシャクジョウも咲く頃で

すからこれにも期待  佐倉市 坂本文雄 
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